
学習者主体の授業づくりに向けた「振り返り」の事例 

学校名 枕崎市立立神小学校 児童生徒数 198人 

振り返りをしている子供の様子や，振り返りの視点，振り返りの記述等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組についての概要（成果） 

１～２学期 第６学年 体育科における実践 例：マット運動，高跳び，サッカー 

基本的な動きや技能を身に付けたり，各領域の特性を踏まえ，動きや技のポイントを

見付けたりすることができることを楽しめる，喜べる子供を育てたい。そのためには，

多様な動きの中から情報を捉えて多角的に精査したり，課題を見いだしたりできるよう

にする必要がある。そこで，各領域に共通する「コツを掴む視点」を示し，板書で用い

たり，振り返りカード（ロイロノート）に入れたりしている。 

上に示すように「お腹に力を入れること」,「棒に近すぎたから上に跳んでも棒を超え

られなかった。」,「跳ぶときの足の力の入れ具合を改善したほうがいい。」,「相手が

いないところや，相手と相手の間に入れるように移動できるようになりたい。」等，「コ

ツを掴む視点」を踏まえた記述が見られるようになった。 

また，他教科でも用いている「学んだ内容や学び方，学んだ過程に関する視点」を明

示することで，「振り返りに何を書いたらいいかわからない。」という困り感が生じな

いようにしている。 

 運動量（時間）の確保と振り返りの設定時間のバランスや校庭で授業を行う際に入力

を行う場所をどうするかが課題である。また，「する・見る・支える・知る」に関する

観点を示して振り返る実践を試行するなどして，改善を図っていきたい。 

 

学んだ内容（内容知）や 
学んだ過程に関する振り返りを 

文章で記述するための視点 

動きや技のポイ
ントを見付ける
ための視点 

学び方（方法知）や 
学んだ過程に関する
振り返りをＳ・Ａ・

Ｂ・Ｃで。 

授業者からの 
フィードバック 

担任から 


